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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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6
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

７月２日（水）終日 書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

▼
本
業
の
鳶
工
事
を
や
り

な
が
ら
、
交
通
誘
導
警
備
員

と
し
て
働
き
は
じ
め
て
2
年

に
な
る
。
現
場
は
主
に
町
場

や
住
宅
メ
ー
カ
ー
だ
。
先
日
、

交
通
誘
導
2
級
の
試
験
を
受

験
し
て
き
た
。
合
格
率
は
6

割
台
だ
が
手
応
え
は
あ
っ
た
、

と
思
う
。
▼
こ
の
試
験
は
誰

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
の
上
の
交
通
誘
導
1

級
を
受
け
る
た
め
に
は
2
級

取
得
後
、
1
年
の
実
務
経
験

が
必
要
に
な
り
、
さ
ら
に
高

度
な
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ

る
。
1
級
の
有
資
格
者
は
警

備
計
画
書
や
配
置
計
画
書
を

作
成
し
た
り
、
現
場
の
指
揮

を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
。
ま
た
、
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
（
指
導
教
）
の
資

格
が
あ
る
と
警
備
会
社
を
起

業
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
経

験
を
積
み
、
指
導
教
の
取
得

を
め
ざ
し
た
い
。
▼
6
月
22

日
に
は
東
京
都

議
会
議
員
選
挙

が
お
こ
な
わ
れ

る
。
東
京
土
建

は
組
合
規
約
で

宗
教
信
仰
や
政

党
支
持
の
自
由

を
保
障
し
て
い

る
。
希
望
の
持

て
る
建
設
業
に

し
て
く
れ
る
候

補
者
に
投
票
し

よ
う
。

選挙に行こう！希望の持てる建設業に

（浅田 正昭　副委員長）

　６月22日に東京都議会議員選挙がおこなわれます。選挙
結果は、建設業で働く私たち仲間の仕事とくらしに密接に
関わってきます。私たちの要求に寄り添う候補者に投票しま
しょう。「私たちの９つの要求」について各候補者が杉並支
部ホームページで回答しています。

　2025年１月から６月に加入した組合員が対象です。対象者
には個別に案内します。
　日時：７月１日（火）19時   　会場：杉並支部会館３階
　※参加した新加入者にはワークマンでも使える商品券を贈呈します

前期新加入者歓迎会

　

東
京
土
建
を
P
R
す
る
た
め

昨
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ー
ナ

ン
P
R
O
宣
伝
行
動
。
定
期
的

に
お
こ
な
っ
て
き
た
結
果
、
つ
い

に
そ
の
場
で
組
合
加
入
が
あ
り

ま
し
た
。

　

長
澤
さ
ん
は
、
縫
村
書
記
長
の

古
き
友
人
で
、
何
年
も
顔
を
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
建

設
業
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

国
保
料
を
見
積
も
っ
て
み
た
と
こ

ろ
、
５
万
円
が
３
万
円
に
。
そ
の

場
で
加
入
を
即
決
。
地
道
な
宣

伝
行
動
の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

その場で組合加入

3
月
25
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
春
の
拡
大
月
間
」も

5
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
、新
し
く
組
合
に
加
入
し
た

仲
間
は
1
2
8
人
、杉
並
支
部
の
6
月
組
織
人
員
は
3
、

0
4
0
人
と
1
月
現
勢
3
、0
3
9
人
を
回
復
・
1
人
増

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。拡
大
月
間
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
仲
間
の
み
な
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
杉
並
支
部
は
、新
た
な
仲

間
を
迎
え
た
組
織
を
力
に
、今
後
も
仲
間
の
仕
事
と
く
ら

し
を
守
り
、要
求
実
現
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

総
訪
問
件
数

5
3
7
件

　

今
回
の
拡
大
月
間
で
は

「
65
歳
以
下
区
内
居
住
全
組

合
員
1
0
0
％
訪
問
」
を
重

点
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
「
瓶
ふ
り
か
け
」
を

手
に
組
合
員
訪
問
し
た
総
数

は
5
3
7
件
。
対
象
者
情
報

の
ほ
か
、
仕
事
や
生
活
で
の

困
り
ご
と
を
聞
き
取
り
ま
し

た
。L

I
N
E
総
登
録
数

8
8
7
件

　

訪
問
時
に
は
、
杉
並
支
部

L
I
N
E
公
式
登
録
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
組
合
行
事
の
お

知
ら
せ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

新
規
登
録
者
数
は
94
件
、
総

登
録
者
数
は
8
8
7
件
（
登

録
率
29
・
1
％
）
の
到
達
。

登
録
者
に
は
、
月
2
回
ほ
ど

組
合
情
報
の
お
知
ら
せ
が
届

き
ま
す
。

行
動
参
加
特
典

缶
入
り
カ
レ
ー

　

多
く
の
行
動
参
加
者
を

呼
び
込
む
た
め
、
行
動
参
加

特
典
と
し
て
「
行
動
参
加

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
」
を
活
用
。

行
動
参
加
1
日
ご
と
に
1

ポ
イ
ン
ト
捺
印
、
5
ポ
イ
ン

ト
ご
と
に
「
缶
入
り
本
格
カ

レ
ー
」
を
贈
呈
し
、
獲
得
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て
拡
大
打
ち

上
げ
式
で
の
抽
選
会
当
選
確

率
U
P
と
し
ま
し
た
。

役
員
昼
間
行
動

　

今
回
加
入
し
た
仲
間
の
う

ち
事
業
所
か
ら
の
加
入
は
91

人
、
約
７
割
で
す
。
組
織
内

事
業
所
へ
の
昼
間
訪
問
を
役

員
・
書
記
局
で
集
中
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
訪
問
の
際

は
、
講
習
会
「
職
長
安
全
衛

生
責
任
者
教
育
」
の
支
部
開

催
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
、
新

規
採
用
の
情
報
も
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

春の春の

拡大月
間

拡大月
間

春の

拡大月
間

3,039人を回復 杉並支部は3,040人に1月
現勢

新しい仲間128人

6月人員
3,040人

全分会
目標達成

LINE公式
登録887人

拡大月間 取り組み到達

コーナンPROで宣伝行動

縫村書記長（右）と
新加入の長澤さん

昨
年
12
月
の
後
期
新
加
入
者
歓
迎
会

奮
ふる

ってご参加ください

拡
大
出
陣
式

拡
大
打
ち
上
げ
式

達磨の
目入れをする
石川組織部長

支部屋上BBQ

❶都民に行きわたる実効的な物価高騰支援策を
❷賃上げと働くルール確立のための公契約条例制定を
❸安心・安全な住生活を保障する制度確立を
❹多摩産材を含む国産材の活用と支援の体制を確
立するための取り組みを

❺国保組合への都費補助の増額と育成強化を
❻公的医療の役割と機能を高め独法化された病院・
病床を元に戻すこと

❼教科書代などを含む高等教育費の無償化や奨学
金返済の負担軽減を求める

❽労働者雇用を保護し、中小企業支援を中心にすえ
た建設産業支援を

❾地域住民の命を守る。横田オスプレイ訓練を止め、
PFASの徹底究明を

私
た
ち
の
９
つ
の
要
求
候
補
者
の
回
答
は
支
部
H
P
を
参
照

●都民の声を聞き、公共の役割と責任を果
たす都政へ

●財界大企業優先ではなく、労働者・中小
業者を守る都政

●憲法・平和・人権を大切にし、都民のい
のちとくらしを守る都政

３つの
大切な
姿勢

東京都議会議員選挙

選挙にいこう！6.22
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災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

　

前
回（
機
関
紙
す
ぎ
な
み
4
月

号
・
８
７
９
号
）の
話
の
続
き
で
、

井
草
の
森
公
園
で
の
災
害
疑
似
体

験
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
山
田
清
さ
ん
談
】22
日
の
12
時

に
ス
タ
ッ
フ
が
集
合
し
て
本
部
テ

ン
ト
設
営
な
ど
、受
け
入
れ
準
備

の
後
、14
時
か
ら
参
加
者
と
と
も

に
宿
泊
テ
ン
ト
の
設
営
や
防
災
倉

庫
等
公
園
内
の
防
災
設
備
の
見
学
、

火
起
こ
し
、芋
煮
作
り
と
食
事
な

ど
、全
員
で
協
力
し
な
が
ら
作
業

を
進
め
ま
し
た
。

　

夜
は
、火
を
囲
み
な
が
ら「
あ

の
時
ど
う
だ
っ
た
？
」の
テ
ー
マ
で
、

大
災
害
に
遭
遇
し
た
時
の
各
自

の
様
子
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、22
時
以
降
は
2
チ
ー
ム
交

代
で
、朝
ま
で
の
不
寝
番
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

不
寝
番
の
交
代
が
あ
っ
た
直
後

の
深
夜
3
時
過
ぎ
に
、警
察
官
と

消
防
署
員
が
駆
け
つ
け
て
き
ま
し

た
。
ど
う
や
ら「
不
審
者
が
公
園

で
焚
火
を
し
て
テ
ン
ト
泊
を
し
て

い
る
」と
通
報
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

事
前
協
議
の
上
、各
種
届
出
を
し

て
い
る
こ
と
や
開
催
の
チ
ラ
シ
な

ど
で
説
明
し
、こ
と
な
き
を
得
ま

し
た
が
、ま
だ
ま
だ
周
知
不
足
だ

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

翌
23
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
持
参

し
た
非
常
食
な
ど
で
食
事
を
済
ま

せ
た
後
は
、一
晩
テ
ン
ト
泊
し
た
感

想
や
、各
自
が
常
時
持
ち
歩
い
て

い
る「
防
災
グ
ッ
ズ
自
慢
」の
披
露

を
し
て
か
ら
テ
ン
ト
な
ど
の
撤
収
、

片
付
け
を
し
て
10
時
に
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
は
ラ
ジ
オ
体
操
グ

ル
ー
プ（
約
30
人
）が
6
時
過
ぎ

か
ら
体
操
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

代
表
の
方
か
ら
ぜ
ひ
、み
ん
な
に

も
紹
介
し
た
い
と
の
お
話
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で「
桃
井
原
っ
ぱ
公
園
」

「
下
高
井
戸
お
お
ぞ
ら
公
園
」「
馬

橋
公
園
」「
井
草
の
森
公
園
」で
開

催
し
て
き
ま
し
た
。今
後
の
課
題

は
、呼
び
か
け
を
し
た
3
人
は
全

員
が
70
代
と
な
っ
た
の
で【
世
代

交
代
】と【
複
数
の
公
園
で
の
同
時

開
催
】で
す
。

　

そ
し
て
一
番
の
目
標
は
、毎
年
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
々
が
自
主
的

に
開
催
し
、ゆ
る
く
つ
な
が
っ
て
い

け
る
よ
う
な
時
を
迎
え
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
民
版
災
害
疑
似
体
験

「
サ
バ
キ
ャ
ン
②
」

芋
煮
づ
く
り
の
様
子

石
綿
含
有
建
材

調
査
者
学
習
交
流
会

　

事
業
者
は
、
建
築
物
の
解
体
ま
た
は
改
修
を
お
こ
な
う
時
、あ
ら
か
じ
め

建
物
に
つ
い
て
石
綿
等
の
使
用
有
無
を
調
査
、報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
調
査
・
報
告
は
、令
和
5
年
10
月
か
ら「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調

査
者
」
等
の
有
資
格
者
が
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
場
作
業
者
は
石

綿
特
別
教
育
、現
場
管
理
者
は
石
綿
作
業
主
任
者
の
取
得
、住
民
に
対
し
て

は
健
康
被
害
や
安
全
対
策
を
含
め
た
具
体
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
5
月
27

日
に
本
部
で
お
こ
な
わ
れ
た
学
習
交
流
会
の
内
容
を
要
約
し
ま
す
。

■
石
綿
輸
入
量
と
中
皮
腫
死
亡

者
数
の
推
移

・
１
９
６
０
年
代
の
石
綿
輸

入
量
が
増
加
し
た
時
期
に

潜
伏
期
間
（
約
40
年
）
を

加
え
た
最
近
、
中
皮
腫
死

亡
者
数
は
増
加
し
て
い
る

・
１
９
７
５
年
以
降
、
建
設
現

場
で
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
着
用

義
務
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た

■
事
前
調
査
は
、
建
築
物
の
解

体
や
改
修
作
業
前
に
行
う
必

要
が
あ
る

■
事
前
調
査
の
方
法

・
設
計
図
書
や
目
視
確
認
を
通

じ
て
、
石
綿
の
使
用
有
無
を

調
査
す
る  

・
過
去
の
調
査
結
果
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
分
析
調
査
を

実
施
す
る  

■
事
前
調
査
の
必
要
が
な
い
作
業

・
除
去
材
料
が
木
材
や
金
属
な

ど
の
場
合
、事
前
調
査
は
不
要  

・
極
め
て
軽
微
な
損
傷
を
伴
う

作
業
も
事
前
調
査
が
不
要
と

さ
れ
る

■
書
面
調
査

・
設
計
図
書
を
も
と
に
、
使
用

さ
れ
て
い
る
建
材
の
種
類
を

確
認
す
る

・
石
綿
含
有
建
材
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
使
用
し
て
、
石
綿
の
有

無
を
確
認
す
る  

■
現
地
調
査

・
設
計
図
書
と
の
相
違
を
確
認
し
、

同
一
建
材
の
範
囲
を
決
定
す
る

・
石
綿
含
有
の
疑
い
が
あ
る
建
材

に
つ
い
て
は
、目
視
調
査
を
行
う

■
除
去
時
の
飛
散
防
止
対
策

・
吹
付
け
石
綿
な
ど
の
除
去
時

に
は
、
作
業
場
所
の
隔
離
や

負
圧
の
維
持
が
求
め
ら
れ
る  

・
除
去
方
法
に
応
じ
た
適
切
な

飛
散
防
止
対
策
が
必
要

■
罰
則

・
石
綿
障
害
予
防
規
則
違
反
に

は
、
6
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
さ
れ
る  

・
大
気
汚
染
防
止
法
違
反
に
は
、

30
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
る

■
発
注
者
の
責
務

・
発
注
者
は
、
石
綿
の
使
用
状

況
を
通
知
し
、
事
前
調
査
に

協
力
す
る
義
務
が
あ
る  

石綿等使用の有無　調査結果報告は義務

　

今
年
度
か
ら
す
べ
て「
事
後
申
請
」と
な
り
ま
し
た
。

　

助
成
対
象
機
器
等
の
工
事
お
よ
び
支
払
い
が
完
了
し

た
後
、必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

蓄
電
池
の
助
成
額
が
1
k
W
h
あ
た
り
１
万
円（
限

度
８
万
円
）か
ら
定
額
5
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
を
同
時
設
置
し

た
場
合
の
加
算
２
万
円
が
な
く
な
り
ま
す
。

 ブラックバス釣りにハマっ
たのは、私が中学生の頃です。
その頃バス釣りが流行って
相模湖によく釣りに行きまし
た。結婚を期に再開し、牛久
沼で知り合いができてのめ
り込みました。ロッドは7本、
ルアーは50個くらいあるか
な？また時間を見つけてバス
釣りに行ってみようと思いま
す。
　編集部では「私の夢中」の
投稿をお待ちしています。

私の夢中太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

●
導
入
要
件

・
財
）電
気
安
全
環
境
研
究
所

（
J
E
T
）も
し
く
は
国
際

電
気
標
準
会
議（
I
E
C
）

に
加
盟
す
る
海
外
認
証
機
関

に
よ
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
認
証
を
受
け
た
も
の

・
電
力
受
給
契
約
者
が
申
請

者
と
同
一で
あ
る
こ
と

※
賃
貸
住
宅
の
オ
ー
ナ
ー
が

対
象
機
器
を
設
置
し
、入
居

者
等
が
電
力
受
給
契
約
を

締
結
し
て
い
る
場
合
は
除
く

●
助
成
額
：
限
度
額
12
万
円

強
制
循
環
式

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

●
導
入
要
件

・
財
）ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
の
優

良
住
宅
部
品（
B
L
部
品
）認

定
を
受
け
た
も
の

●
助
成
額
：
限
度
額
6
万
円

自
然
循
環
式
太
陽
熱
温
水
器

●
導
入
要
件

・
財
）ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
の
優

良
住
宅
部
品（
B
L
部
品
）

認
定
を
受
け
た
も
の

●
助
成
額
：
限
度
額
2
万
円

定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池

●
導
入
要
件

・
社
）
環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ（
S
I
I
）に
補
助
対

象
機
器
と
し
て
登
録
さ
れ

た
も
の
で
、
蓄
電
容
量
が

3
k
W
h
以
上
で
あ
る
こ
と

●
助
成
額
：
定
額
5
万
円

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
・
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
給
湯
器

●
導
入
要
件

・
CO₂
冷
媒
を
使
用
し
て
い
る
給

湯
器
で
次
の
何
れ
か
に
該
当

す
る
も
の

①
ふ
ろ
保
温
機
能
の
あ
る
機
種

で
、J
I
S
C
9
2
2
0
に
も

と
づ
く
年
間
給
湯
保
温
効
率

が
2
・
7
以
上
で
あ
る
こ
と

②
ふ
ろ
保
温
機
能
の
な
い
機
種

で
、年
間
給
湯
効
率（
J
I
S
）

が
3
・
1
以
上
で
あ
る
こ
と

③
特
殊
仕
様（
寒
冷
地
等
）、

容
量
が
２
４
０
㍑
未
満
の
小

型
タ
イ
プ
等
に
つ
い
て
は
、年

間
給
湯
保
温
効
率（
J
I
S
）

が
2.
4
以
上
で
あ
る
こ
と

④
社
）日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工

業
会
の
規
格
で
、年
間
給
湯

効
率
が
１
０
８
％
以
上
の
も

の
で
あ
る
こ
と

●
助
成
額
：
定
度
額
5
万
円

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
（
家
庭

用
燃
料
電
池
）

●
導
入
要
件

・
社
）燃
料
電
池
普
及
促
進
協
会

（
F
C
A
）が
指
定
し
た
も
の

●
助
成
額
：
定
度
額
5
万
円

高
日
射
反
射
率
塗
装

（
屋
根
・
外
壁
）

●
導
入
要
件

・
日
射
反
射
率
測
定
値
が
近
赤

外
線
領
域
に
お
い
て
50
％
以

上
の
塗
料
・
塗
料
色
で
、既

存
住
宅
に
施
工
す
る
こ
と

・
屋
根
立
ち
上
が
り
部
分
を
含

む
太
陽
光
熱
が
反
射
す
る
屋

根
、屋
上
、屋
上
部
分
、ま
た

は
外
壁
に
施
工
す
る
こ
と

●
助
成
対
象
経
費

・
材
料
費
、工
事
施
工
費（
塗
装

工
事
の
み
）、高
圧
洗
浄
費
、

仮
設
工
事
費（
足
場
設
置
費
、

養
生
費
）が
対
象
で
す

●
助
成
額
：
限
度
額
15
万
円

窓
等
断
熱
改
修

●
導
入
要
件

【
窓
・
ガ
ラ
ス
】

・
北
海
道
環
境
財
団
ま
た
は
先

進
的
窓
リ
ノ
ベ
事
業
に
お
い

て
、補
助
対
象
と
な
る
製
品
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を

既
存
住
宅
に
施
工
す
る
こ
と
。

な
お
、1
つ
以
上
の
居
室
に
お

い
て
、全
て
の
窓
に
つ
い
て
高

断
熱
窓
を
設
置
す
る
こ
と
。

【
ド
ア
・
引
き
戸
】

・
熱
貫
流
率
が
３
・
56
W
/

(

㎡
・
K)

以
下
の
も
の
を
既

存
住
宅
に
施
工
す
る
こ
と
。

外
気
に
接
す
る
ド
ア
が
対
象
。

●
助
成
額
：
限
度
額
15
万
円

5.27

①7月9日（水）10日（木）
②11月27日（木）28日（金）
※9時受付、9時30分～18時
50名
48,000円

日　時

定　員

受講料

申込・詳細は支部担当村松まで

石綿含有建材調査者講習

令
和
７
年
２
月
１
日
（
土
）
〜

令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）

対象
期間 杉

並
区
エ
コ
住
宅

促
進
助
成
制
度

令
和
7
年
度
の
主
な
変
更
点

利用
しよう 組合員投稿コーナー

新企画

伊藤 和則さん
（高和）

ブラックバス
釣り

お
気
に
入
り
の
ル
ア
ー

「
ド
ラ
フ
ト
ウ
ェ
イ
カ
ー
」

手前のフットコンで
ボートを操作できる
通称「エレキ」

そのほかの
対象機器詳細は
↓を参照

杉並区公式ホームページ
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■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店

代表　児玉　達朗

杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ

℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱

代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105

メゾンヴェルトⅢ

℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■

【社員】
リケンエナジー㈲

代表　縫村　信秋

杉並区浜田山1-23-7

℡03-3290-0122

■ 配管工 ■

【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男

杉並区大宮1-12-13 

℡03-5929-9170

■ 防水工 ■

【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文

西東京市東町5-7-20

℡090-8030-8822

■ 測量士・測量士補 ■

【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱

代表　古地　孝博

杉並区阿佐谷南3-31-14

℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■

【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦

杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

日　時

日　時

会　場

会　場

講　師

講　師

　厚労省は、職場における熱中症対策を事業者の義務とし、罰則を
設ける改正省令を公布しました（2025年6月1日～）。人が感じる暑
さは、気温より湿度や輻射熱（照り返し）の影響がはるかに大きく、
暑さ指数（WBGT値）を把握することで、初期症状の早期発見や重
症化を防ぐことができます。
　WBGTが28以上、または気温が31度以上の環境下で連続1時間
以上または、1日4時間以上を超える作業をおこなう場合、事業主は
対策しなければなりません。
　事業者が対策を怠った場合には、6ケ月以下の懲役または50万円
以下の罰金が科される可能性があります。

　2025年4月から始まった「フリーランス新法」とは何か？こ
れは一人親方にも適用され、外注としての契約など改めて確
認が必要です。

事業所セミナー

フリーランス新法の対応

外国人就労学習会

6月26日（木）19時～
けんせつプラザ東京（ＷＥＢ参加可）
北村 社会保険労務士

7月30日（水）19時～
けんせつプラザ東京（ＷＥＢ参加可）
北村 社会保険労務士

　外国人就労をおこなっている事業所、検討している事業所
が増えてきています。新たな制度「育成就労制度」が施行さ
れようとしており、外国人就労を取り巻く状況がどう変わって
いくのかを学習します。

熱中症対策事業主に罰則

※参加希望者は
　支部担当・藤澤まで

　

青
年
劇
場
「
あ
の
夏
の
絵
」

公
演
会
の
お
知
ら
せ
で
す
。
昨

年
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
、
そ
し
て
戦
後
被

爆
80
年
の
今
年
、
杉
並
支
部
の

平
和
活
動
と
し
て
、
こ
の
公
演

会
を
大
き
く
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

■
あ
ら
す
じ

　

被
爆
三
世
の
浅
野
恵

は
、
広
島
市
内
の
高
校

1
年
生
。
美
術
顧
問
の

岡
田
路
子
が
持
ち
込
ん

だ
「
被
爆
証
言
を
聞
い

て
絵
に
描
く
」
と
い
う

取
り
組
み
を
迷
い
な
が

ら
も
参
加
を
決
意
す
る
。

　

東
京
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
工
藤
奈
々

ら
と
一
緒
に
あ
る
男
性

（
85
）
の
被
爆
体
験
を

聞
く
こ
と
に
。
3
人
は

男
性
の
証
言
に
心
を
突

き
動
か
さ
れ
る
が
、
あ

る
日
、
奈
々
が
学
校
に

来
な
く
な
り
…
…
。

戦
後
・
被
爆
80
年

日
本
被
団
協
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
記
念
公
演

「
あ
の
夏
の
絵
」
公
演
会

「あの夏の絵」公演会
[日　時] 7月28日（月）19時開演
[会　場] 杉並区勤労福祉会館
[前売券] 一般：3,000円
　　　　30歳以下：2,000円
　　　　中高生：無料
（※1人1,000円の支部補助含）

7月26日（土）～27日（日）
7時30分 杉並支部会館出発
勝浦まんぼう（千葉県勝浦市松部1910）
中学生以上：10,000円
小学生以下：3,000円　※1家族最大20,000円
別料金でシーカヤック・サップ・釣りができます
①シーカヤック（2時間）
　大人：6,500円 中学生：4,500円
　3才～小学生：4,000円
②サップ（SUP）
　16才以上：6,500円　6才～15才：6,000円
③釣り（釣り竿レンタル）
　釣り竿・コマセカゴ・オモリ付き：1,000円
※エサ・コマセ・その他仕掛けは別売

後継者対策部主催

日　時

集　合

場　所

参加費

大キャンプ交流会 夏
だ
！
キ
ャ
ン
プ
だ
！
今
年
は
海
だ
！

昨
年
は
山
梨
県
甲
武
キ
ャ
ン
プ
村
で
開
催

　毎年恒例の自然体験企画です。昨年までは山での開
催でしたが、今年は海辺で開催。子育て世代限定イベ
ントです。
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第 377 回

売
買
・
施
工
を
お
こ
な
う
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
社
で
は
現
場
施
工
の
ほ
か

営
業
職
も
任
さ
れ
、
父
親
の
元
で
得

た
現
場
の
知
識
と
経
験
が
大
変
役
に

立
ち
、
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

30
才
の
頃
「
三
嶋
設
計
」
と
し
て

独
立
。
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
仕
事
を
請
け

負
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

組
合
へ
は
父
親
が

勝
手
に
加
入
さ
せ

た
よ
う
で
す
（
笑
）
。

梅
里
に
あ
る
組
合
事

務
所
（
現
在
は
分
会

倉
庫
）
建
設
に
父
親

は
従
事
し
、
見
習
い

だ
っ
た
私
も
手
伝
い

に
入
り
ま
し
た
（
※

1
9
6
3
年
に
支
部

事
務
所
建
設
）
。

　

仲
間
に
誘
わ

れ
「
富
士
登
山
」
（
※
本
部
主
催

1
9
6
1
年
）
に
参
加
、
御
来
光
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
い
思
い

出
で
す
。

　

組
合
で
は
労
災
保
険
や
火
災
共
済

に
加
入
、
入
院
し
た
時
に
は
土
建
国
保

の
委
任
払
い
制
度
で
助
か
り
ま
し
た
。

　

趣
味
は
旅
行
で
す
。
妻
も
旅
行

が
好
き
で
、
息
子
を
連
れ
て
車
で
日

本
全
国
を
回
り
ま
し
た
。
最
近
で
は

ツ
ア
ー
旅
行
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
第
一
で
妻
と
旅
行

に
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

私
は
荒
川
区
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
正ま

さ
し志
」
の
名
前
の
由
来
は
、
戦

時
中
だ
っ
た
た
め
「
正
し
い
志
を
持

て
」
と
い
う
願
い
か
ら
父
親
が
名
付

け
た
よ
う
で
す
。
生
ま
れ
て
間
も
な

く
新
潟
県
長
岡
市
に
近
い
塩
沢
に
疎

開
し
ま
し
た
。
終
戦
後
、
大
工
だ
っ

た
父
親
は
疎
開
先
か
ら
東
京
に
戻
っ

た
後
も
大
工
と
し
て
働

く
た
め
建
築
会
社
に

就
職
、
杉
並
区
堀
ノ
内

の
社
宅
に
移
り
住
み
ま

し
た
。

　

今
も
妻
と
住
み
続

け
て
い
る
方
南
町
の
土

地
を
購
入
し
た
の
は
私

が
小
学
校
3
年
の
頃
で
、

自
宅
は
父
親
が
自
ら
建

築
し
た
も
の
で
す
。

　

中
学
卒
業
後
、
工
学

院
大
学
付
属
高
校
の
建

築
科
に
入
学
（
夜
学
）
。

昼
は
父
の
仕
事
を
手
伝

い
な
が
ら
建
築
の
基
礎

を
学
び
ま
し
た
。
工
学
院
大
学
の
推

薦
（
夜
学
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
進
学
し
、
卒
業
後
は
不
動
産

お客さんのニーズに

応える知識と経験

三
みし ま

嶋 正
まさ し

志さん　泉南・大工

三
嶋
正
志
さ
ん

東京土建では熱中症対策としてクール
ファン（空調服）のあっせんを組合員特別
価格でおこなっています。その他の商品
（夏用ヘルメット・熱中症対策商品）も特
別価格にて購入可能です。上記QRコードよ
り閲覧・ご購入ができます。

COOL FAN（空調服）
特価販売のご案内

湿度上昇対策は
風通し

お客様ID:cc009737
パスワード:cc009737

拡大日曜行動 たくさん話して親睦深める

　

春
の
拡
大
月
間
で
は
、
各
分
会
で
組
合
員
同
士
の
親

睦
を
図
る
日
曜
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

阿
佐
谷
分
会
は
、
5
月
11
日
に

「
デ
ジ
キ
ュ
ー
B
B
Q
テ
ラ
ス
コ

ピ
ス
吉
祥
寺
店
」
に
て
B
B
Q
交

流
会
を
開
催
（
参
加
者
28
人
）
。

　

手
ぶ
ら
で
B
B
Q
が
楽
し
め
持

ち
込
み
も
自
由
、
昨
年
秋
に
組
合

加
入
し
た
仲
間
は
「
色
々
な
方
々

と
会
っ
て
お
話
で
き
る
の
は
と
て

も
良
い
機
会
」
と
話
し
、
益
々
親

睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

浜
福
分
会
は
、
分
会
セ
ン

タ
ー
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う
と
、

分
会
セ
ン
タ
ー
に
て
B
B
Q
交

流
会
を
開
催
（
参
加
25
人
）
。

　

予
定
時
間
を
大
幅
に
延
長

し
て
夕
方
ま
で
話
は
続
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
樋
口
組
織
部
長
か
ら
、

拡
大
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
、

大
盛
り
上
が
り
で
交
流
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

浜福分会

阿佐谷分会

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
エ
ビ
を
大
量
に
焼
く

参加者みんなで記念写真


